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先
日
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
骨
粗
鬆
症
研
究
会
で
講
演
す

る
機
会
を
得
た
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
あ
る
が
、
３
年
ぶ

り
の
対
面
開
催
と
な
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方

と
の
再
会
を
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
、
改
め
て
骨
粗

鬆
症
や
本
邦
の
高
齢
化
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

　

２
０
２
１
年
人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、
出
生
数

は
、
前
年
比
２
万
９
２
３
１
人
減
の
81
万
１
６
０
４

人
と
な
り
、
過
去
最
少
を
更
新
し
た
。
道
内
の
出
生

数
も
２
年
連
続
３
万
人
を
割
り
込
み
、
少
子
化
の
加

速
が
み
ら
れ
る
。
一
方
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口

は
、
３
６
４
０
万
人
と
、
前
年
に
比
べ
22
万
人
増
加

し
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
29
・
１
％
と
過
去
最

高
と
な
り
、
文
字
通
り
少
子
・
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
て
い
る
。

　

２
０
１
９
年
時
点
で
の
平
均
寿
命
は
男
性
81
・
41

歳
、
女
性
は
87
・
45
歳
。
一
方
、
健
康
寿
命
は
男
性

72
・
68
歳
、
女
性
75
・
38
歳
で
あ
り
、
こ
の
平
均
寿

命
と
健
康
寿
命
の
差
が
、
要
支
援
・
要
介
護
の
期
間

で
あ
り
、
男
性
で
は
約
９
年
、
女
性
で
は
約
12
年
に

達
す
る
。

　

要
支
援
・
要
介
護
の
原
因
の
第
１
位
・
約
25
％
を

占
め
る
の
は
運
動
器
の
障
害
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、

運
動
器
の
障
害
の
た
め
に
移
動
機
能
の
低
下
を
き
た

し
た
状
態
を
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
＝

ロ
コ
モ
と
い
い
、
２
０
０
７
年
に
日
本
整
形
外
科
学

会
か
ら
提
唱
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。
ロ
コ
モ
の
代
表

疾
患
の
１
つ
が
骨
粗
鬆
症
で
あ
り
、
健
康
寿
命
の
延

伸
の
た
め
に
ロ
コ
モ
対
策
は
必
須
で
あ
る
。

　

65
歳
以
上
の
医
療
費
は
全
体
の
54
・
６
％
を
占
め

る
。
ま
た
、
超
高
齢
化
や
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
疾

病
構
造
が
変
化
し
、
生
活
習
慣
病
が
医
療
費
に
占
め

る
割
合
は
約
３
割
に
達
す
る
。
現
在
、
「
健
康
日
本

21
（
第
２
次
）
」
が
走
っ
て
お
り
、
健
康
寿
命
の
延

伸
と
健
康
格
差
の
縮
小
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防

と
重
症
化
予
防
の
徹
底
な
ど
、
健
康
の
増
進
の
総
合

的
な
推
進
が
行
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
「
健

康
日
本
21
」
を
見
渡
し

て
も
、
骨
粗
鬆
症
を
含

め
た
ロ
コ
モ
対
策
に
つ

い
て
の
記
載
は
少
な
く
、

骨
粗
鬆
症
が
健
康
寿
命

に
直
結
し
た
疾
患
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
、
骨
粗
鬆
症
と
は
、
骨
密
度
お
よ
び
骨

質
か
ら
な
る
骨
強
度
が
低
下
し
、
骨
折
の
リ
ス
ク
が

増
大
し
や
す
く
な
る
骨
格
疾
患
と
定
義
さ
れ
、
本
邦

で
は
年
間
１
３
０
０
万
人
の
発
症
が
あ
る
と
推
計
さ

れ
る
。
主
な
発
症
要
因
と
し
て
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の

低
下
や
加
齢
、
続
発
性
と
し
て
は
ス
テ
ロ
イ
ド
を
代

表
と
す
る
薬
剤
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

骨
粗
鬆
症
に
よ
る
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
は
、
転
倒

な
ど
の
軽
微
な
外
傷
で
高
齢
者
に
生
じ
、
入
院
や
手

術
を
要
す
る
こ
と
が
多
く
、
生
命
予
後
を
悪
化
さ
せ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
脳
卒
中
に

な
ぞ
ら
え
、
「
骨
卒
中
」
と
い
う
名
称
も
市
民
権
を

得
て
き
た
。
し
か
し
、
骨
粗
鬆
症
と
し
て
の
治
療
率

が
３
割
に
満
た
な
い
こ
と
や
、
治
療
効
果
の
実
感
が

得
ら
れ
に
く
く
、
徐
々
に
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
が
低
下

す
る
と
い
っ
た
継
続
率
の
低
さ
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
骨
粗
鬆
症
検
診
率
も
５
％
と
低
い
。
そ
の
う
え
、

一
度
脆
弱
性
骨
折
を
生
じ
る
と
、
そ
の
後
の
骨
折
頻

度
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

二
次
骨
折
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
本
人
の
み
な
ら

ず
、
家
族
、
地
域
社
会
、
医
療
経
済
の
面
か
ら
も
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
骨
粗
鬆
症
の
治
療
率
向
上
と
治

療
継
続
率
向
上
を
目
的
と
し
た
、
多
職
種
連
携
に
よ

る
集
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
骨
粗
鬆
症
リ
エ
ゾ
ン

サ
ー
ビ
ス
（
Ｏ
Ｌ
Ｓ
）
や
二
次
骨
折
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー

ビ
ス
（
Ｆ
Ｌ
Ｓ
）
は
骨
粗
鬆
症
診
療
に
は
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
り
、
今
年
度
４
月
の
診
療
報
酬
改
定
で

「
二
次
性
骨
折
予
防
継
続
管
理
料
」
が
新
設
さ
れ
た

こ
と
は
、
骨
粗
鬆
症
診
療
の
進
展
に
お
い
て
非
常
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

産
婦
人
科
の
視
点
か
ら
は
、
女
性
の
骨
粗
鬆
症
診
療

は
、
若
年
期
に
高
い
最
大
骨
量
を
獲
得
す
る
こ
と
、
閉

経
後
も
そ
の
骨
量
を
で
き
る
だ
け
維
持
す
る
こ
と
の
２

つ
が
要
点
と
な
る
。
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
三
主
徴
を
含

め
た
、
若
年
期
の
や
せ
や
無
月
経
に
介
入
し
、
最
大
骨

量
を
獲
得
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
は
重
要
な
役
割

の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
は
２
人
に
１
人
が
が
ん

に
罹
患
す
る
時
代
で
あ
り
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
留
意
し
、
癌
治

療
関
連
骨
減
少
症
（
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
）
に
も
目
を
向
け
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
閉
経
後
以
降
に
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
低

下
に
よ
る
骨
代
謝
の
直
接
的
悪
化
だ
け
で
な
く
、
も
と

も
と
の
筋
量
の
少
な
さ
に
よ
る
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
、
フ
レ

イ
ル
へ
の
対
策
も
重
要
と
な
る
。

　

超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
健
康
増
進
に
お
い
て
、

骨
粗
鬆
症
と
二
次
骨
折
の
予
防
は
健
康
寿
命
延
伸
の

た
め
に
医
師
が
担
う
べ
き
大
き
な
役
割
で
あ
ろ
う
。
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